
格差反対！ベア配分は一律にせよ！
対立を確認し、新賃金の交渉集約

第
１
回
団
交

本
部
は
４
月
５
日
、
第
１

回
団
体
交
渉
を
開
催
し
ま
し

た
。会

社
は
「
要
求
の
趣
旨
を

踏
ま
え
つ
つ
、
新
人
事
・
賃

金
制
度
の
趣
旨
に
踏
ま
え
、

努
力
し
た
者
が
報
わ
れ
る
配

分
が
過
去
の
取
り
扱
い
で
あ

る
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し

た
。本

部
は
「
努
力
し
た
者
は
、

昇
格
・
昇
給
で
報
わ
れ
て
い

る
。
努
力
し
な
い
と
見
な
さ

れ
た
者
は
昇
格
で
も
ベ
ア
で

も
報
わ
れ
て
い
な
い
。
ベ
ア

は
全
社
員
が
平
等
に
受
け
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
格

の
も
の
だ
。
物
価
高
騰
で
全

社
員
が
苦
労
し
て
い
る
。
生

活
の
た
め
の
物
品
購
入
は
、

ど
の
等
級
の
人
も
均
等
だ
。

こ
の
間
の
ベ
ア
配
分
は
、
上

位
職
ほ
ど
高
額
で
、
若
い
世

代
は
『
雀
の
涙
』
程
度
し
か

な
か
っ
た
。
若
い
人
の
配
分

を
少
な
く
す
れ
ば
、
離
職
が

更
に
進
む
。
若
い
世
代
に
も

日
の
目
を
当
て
る
べ
き
だ
。

こ
れ
以
上
格
差
を
つ
け
て
は

い
け
な
い
」
な
ど
と
声
を
高

ら
か
に
主
張
し
ま
し
た
。
ま

た
、
専
任
社
員
に
つ
い
て
も
、

本
部
は
「
大
卒
初
任
給
並
の

基
本
給
で
、
仕
事
は
現
職
と

同
じ
で
は
理
不
尽
だ
。
調
整

手
当
も
扶
養
手
当
も
支
給
さ

れ
ず
、
手
当
ま
で
も
冷
遇
さ

れ
て
い
る
。
蔑
ろ
に
し
て
い

る
の
か
」
な
ど
と
主
張
し
ま

し
た
。

会
社
は
「
貴
側
の
主
張
を

踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
。
専

任
社
員
も
大
事
な
経
営
資
源

で
あ
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

第
２
回
団
交

本
部
は
４
月
９
日
、
第
２

回
団
体
交
渉
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
社
は
、
今
年
度
新
賃

金
配
分
に
つ
い
て
、
「
努
力

し
た
人
が
報
わ
れ
る
た
め
」

と
前
置
き
し
た
上
で
、
社
員

の
基
本
給
に
等
級
及
び
区
分

に
応
じ
て
額
を
加
算
す
る
と

回
答
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
「
基
本
給
加
算

額
に
つ
い
て
、
組
合
が
要
求

し
た
一
律
の
配
分
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
一
律
で
も
賃
金

カ
ー
ブ
は
維
持
で
き
る
。
上

位
職
と
若
手
社
員
と
の
間
に

格
差
が
更
に
広
が
っ
た
。
下

位
職
の
社
員
は
努
力
し
て
い

な
い
と
受
け
止
め
る
。
格
差

ベ
ア
に
よ
り
、
職
場
で
の
不

満
は
拡
大
し
、
離
職
は
更
に

増
え
る
。
こ
の
回
答
は
納
得

い
か
な
い
」
と
、
会
社
回
答

に
対
し
て
対
立
を
通
告
し
、

持
ち
帰
り
検
討
と
し
ま
し

た
。
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本
部
は
、
２
０
２
４
年
度
新
賃
金
配
分
に
つ
い
て
、
粘
り
強
い
交
渉
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
本
部
は
３
月

日
、
２
０
２
４
年
度
新
賃
金
配
分
に
関
す
る
申
し
入
れ
（
『
申

26

第

号
』
）
を
提
出
し
、
基
本
給
引
き
上
げ
分
の
７
，
０
０
０
円
は
、
全
組
合
員
（
専

12
任
社
員
を
含
む
）
一
律
に
、
全
て
を
基
本
給
に
配
分
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
し
た
。

４
月

日
に
開
催
し
た
第

回
中
央
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
他
労
組
が
即
日
妥
結

20

12

す
る
中
、
こ
れ
以
上
の
進
展
は
な
い
と
判
断
し
、
４
月

日
、
会
社
に
対
し
て
不
満
を

22

表
明
し
、
交
渉
を
集
約
し
ま
し
た
。

一般社員

等級 加算額

Ｊ１ ５，３００円
Ｊ２ ５，７００円
Ｊ３ ６，０００円
Ｓ１ ６，７００円
Ｓ２ ７，０００円
Ｓ３ ７，３００円
Ｃ１ ８，０００円
Ｃ２ ８，４００円
Ｌ１ ９，９００円
Ｌ２ １０，３００円
Ｌ３ １０，９００円

専任社員

区分 加算額

Ⅰ ６,７００円

Ⅱ ７,３００円

Ⅲ ９,５００円

Ⅳ 会社が別に

定める。

Ⅴ ６,０００円

学校別初任給額

Ｓ１ 大学院 ２５４,９００円

Ｊ３ 大学 ２２４,１００円

Ｊ２ 短期大学 ２０３,９００円

Ｊ２ 高等専門学校 〃

Ｊ２ 専修学校 〃

Ｊ１ 高等学校 １８４,４００円

Ｊ１ 中等教育学校 〃

昇格時昇給額

Ｊ１→Ｊ２等級 ９，９００円

Ｊ２→Ｊ３等級 １０，４００円

Ｊ３→Ｓ１等級 １９，７００円

Ｓ１→Ｓ２等級 １０，４００円

Ｓ２→Ｓ３等級 １０，９００円

Ｓ３→Ｃ１等級 ２０，８００円

Ｃ１→Ｃ２等級 １１，０００円

Ｃ２→Ｌ１等級 ４３，８００円

Ｌ１→Ｌ２等級 １４，２００円

Ｌ２→Ｌ３等級 １９，７００円

Ｌ３→Ｌ４等級 会社が別に定める

Ｌ４→Ｌ５等級 〃

第41回定期大会の
お知らせ

日 時 ６月９日
10時30分より

ところ 名古屋れあろ

多くの傍聴者の参加を
お願いします



新
た
な
訴
訟
！

東
京
都
大
田
区
、
世
田
谷

区
、
町
田
市
の
住
民

人
が

45

３
月

日
、
国
に
リ
ニ
ア
建
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設
の
認
可
取
り
消
し
を
求
め

る
行
政
訴
訟
を
東
京
地
裁
に

起
こ
し
ま
し
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
「
品
川

～
名
古
屋
間
の
移
動
の
需
要

は
東
海
道
新
幹
線
で
満
た
さ

れ
て
お
り
、
リ
ニ
ア
に
は
『
一

般
の
需
要
』
が
な
い
」
「
大

深
度
地
下
利
用
法
自
体
が
、

財
産
権
や
平
穏
な
生
活
を
送

る
権
利
を
保
障
す
る
憲
法
に

違
反
す
る
」
と
訴
え
て
い
ま

す
。着

手
が
最
も
早
か
っ
た
北

品
川
工
区
は
、
半
年
で
約
３

０
０
ｍ
掘
る
予
定
が
、
シ
ー

ル
ド
マ
シ
ン
の
故
障
な
ど
で

１
２
４
ｍ
で
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
名
古
屋
側
で
は

２
０
２
１
年
度
中
の
調
査
掘

進
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
機
器
の
損
傷
で
開
始
が

大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
工
事
は
、
大
深
度

地
下
を
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

（
掘
削
機
）
で
掘
り
進
む
工

法
で
行
わ
れ
ま
す
。
リ
ニ
ア

工
事
と
同
じ
工
法
で
進
め
ら

れ
て
い
た
東
京
都
調
布
市
の

東
京
外
郭
環
状
道
路
（
外
環

道
）
の
工
事
で
、
大
規
模
な

陥
没
や
空
洞
が
発
生
し
、
多

く
の
住
民
が
被
害
に
遭
い
ま

し
た
。
大
深
度
地
下
利
用
法

で
規
定
さ
れ
て
い
る
地
下
40

ｍ
以
深
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

安
全
の
保
証
が
な
か
っ
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
、
工
事

と
の
因
果
関
係
を
認
め
ま
し

た
。し

か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
い

ち
早
く
「
リ
ニ
ア
工
事
の
場

所
と
は
地
質
が
違
う
」
と
表

明
し
ま
し
た
。

開
業
は
２
０
３
４
年
以
降

国
の
有
識
者
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
会
議
が
３
月

日
に
行

29

わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
「
２
０

２
７
年
開
業
は
実
現
で
き
な

い
」
と
表
明
し
た
と
、
マ
ス

コ
ミ
各
社
が
報
道
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
仮
に
今
す
ぐ

着
工
で
き
た
と
し
て
も
開
業

は
２
０
３
４
年
以
降
に
な

る
」
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

丹
羽
社
長
は
会
議
終
了
後

の
取
材
で
、
「
静
岡
工
区
の

着
工
の
遅
れ
が
開
業
の
遅
れ

に
直
結
す
る
も
の
な
の
で
、

１
日
で
も
早
く
静
岡
工
区
を

着
工
で
き
る
よ
う
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
。
地

域
の
方
々
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
真

摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、

開
業
が
遅
れ
る
原
因
を
静
岡

県
に
責
任
転
嫁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月

日
に
開
催

29

し
た
「
令
和
６
年
度
運
営
方

針
」
に
つ
い
て
の
経
営
協
議

会
に
お
い
て
会
社
は
、
２
０

２
７
年
開
業
を
断
念
し
た
理

由
に
つ
い
て
、
「
着
手
で
き

て
い
な
い
の
が
静
岡
工
区
の

み
だ
。
開
業
時
期
は
着
手
が

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
で
決

ま
る
」
旨
の
見
解
を
示
し
、

静
岡
県
悪
者
論
を
展
開
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
度
重
な
る
工
事

の
中
断
や
ト
ラ
ブ
ル
、
用
地

買
収
の
遅
れ
、
残
土
処
理
場

が
決
ま
っ
て
い
な
い
な
ど
、

い
く
つ
も
の
原
因
で
工
事
が

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

神
奈
川
県
車
両
基
地
は
用
地

買
収
が
未
完
で
、
今
年
に
着

工
し
て
も
完
成
は
２
０
３
５

年
に
な
る
と
い
う
指
摘
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
会
社
は
、
他

の
工
区
の
遅
れ
の
責
任
を
逃

れ
る
た
め
に
、
静
岡
工
区
の

未
着
手
を
隠
れ
蓑
に
し
て
い

る
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

ま
た
工
事
の
遅
れ
！

沢
田
尚
夫
常
務
は
４
月
４

日
の
記
者
会
見
で
、
山
梨
県

甲
府
市
と
中
央
市
に
ま
た
が

る
山
梨
県
駅
（
仮
称
）
、
長

野
県
飯
田
市
の
座
光
寺
高
架

橋
の
完
成
が
共
に
２
０
３
１

年
に
な
る
見
通
し
を
公
表
し

ま
し
た
。
山
梨
県
駅
は
６
年

８
ヶ
月
、
座
光
寺
高
架
橋
は

５
年

ヶ
月
の
工
期
を
要
す

10

る
と
し
ま
し
た
。
会
社
は
、

こ
の
理
由
に
つ
い
て
「
工
事

連
合
第

回
メ
ー
デ
ー
中

95

央
大
会
が
４
月

日
、
東
京

27

都
渋
谷
区
・
代
々
木
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
、
２
万
８
，
０
０
０
人
が

参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合

員
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
春
闘
で
の
高
い
水

準
の
賃
上
げ
の
勢
い
を
中
小

企
業
に
波
及
さ
せ
、
全
て
の

働
く
人
の
生
活
向
上
に
繋
げ

て
い
く
と
し
た
宣
言
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

政
府
を
代
表
し
て
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
岸
田
首
相
に

対
し
、
「
帰
れ
！
」
と
い
う

野
次
が
飛
ぶ
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
働
組
合
連
合

会
（
Ｊ
Ｒ
東
海
労
連
）
傘
下

の
Ｊ
Ｒ
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
働
組

合
（
Ｊ
Ｓ
労
）
は
４
月
５
日
、

２
０
２
４
年
度
賃
金
引
き
上

げ
、
夏
季
手
当
、
割
増
賃
金

の
申
し
入
れ
（
『
Ｊ
Ｓ
労
申

第
２
号
』
）
に
対
す
る
第
１

回
団
体
交
渉
を
開
催
し
ま
し

た
。要

求
は
、
基
本
給
２
万
円
、

時
給
１
，
５
０
０
円
引
き
上

げ
、
夏
季
手
当
３
．
５
ヶ
月
、

パ
ー
ト
社
員

万
円
、
超
勤

10

手
当

／

、
夜
勤
手
当

150

100

50

／

、
公
休
等
労
働
手
当

100

160

／

で
す
。

100Ｊ
Ｓ
労
は
「
親
会
社
の
Ｊ

Ｒ
東
海
と
交
渉
し
、
委
託
料

を
も
っ
と
多
く
確
保
し
、
人

件
費
が
増
え
た
と
し
て
も
、

増
収
・
増
益
と
な
る
よ
う
に

す
べ
き
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
令
和

６
年
３
月
期
の
業
績
予
想
を

上
方
修
正
し
た
。
社
員
は
物

価
高
で
生
活
が
苦
し
い
。
２

万
円
の
引
き
上
げ
で
も
足
り

な
い
く
ら
い
だ
。
懸
命
に
働

く
社
員
等
の
労
に
報
い
る
た

め
に
誠
意
あ
る
回
答
を
行
う

こ
と
」
な
ど
と
主
張
し
ま
し

た
。サ

ー
ビ
ッ
ク
は
「
第
３
四

半
期
の
営
業
収
入
は
増
収
・

増
益
と
な
っ
た
。
当
社
の
収

益
構
造
は
人
件
費
が
９
割
を

超
え
て
お
り
、
人
件
費
の
上

昇
が
経
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
」
と
考
え
方
を
示
し

ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｓ
労
は
「
契
約

社
員
の
賃
金
は

万
円
と

19

20

万
円
で
頭
打
ち
。
の
賃
金
改

善
は
勿
論
、
特
に
契
約
社
員

の
賃
金
改
善
は
必
要
だ
」
と

主
張
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ー
ビ

ッ
ク
は
「
昇
進
す
れ
ば
賃
金

は
上
が
る
」
と
、
契
約
社
員

の
賃
金
改
善
を
拒
否
す
る
よ

う
な
不
誠
実
な
回
答
を
行
い

ま
し
た
。

（２）第４８２号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２４年（令和６年）５月１日

の
内
容
を
精
査
し
た
と
こ

ろ
、
２
０
２
７
年
ま
で
に
完

了
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」「
地

元
と
の
協
議
な
ど
に
時
間
を

要
し
た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
静
岡
工
区
の

遅
れ
の
範
囲
に
収
ま
る
こ
と

か
ら
あ
く
ま
で
「
開
業
時
期

に
影
響
は
な
い
」
と
、
こ
こ

で
も
静
岡
県
悪
者
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

今
回
の
公
表
は
、
静
岡
県

川
勝
平
太
知
事
が
辞
意
を
表

明
し
た
後
に
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
工
事
の
遅
れ
を
公

表
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

リ
ニ
ア
訴
訟

「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！

訴
訟
」
第
１
回
控
訴
審
が
４

月

日
、
東
京
高
裁
で
開
廷

25
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
地
裁
は
昨
年
７
月
18

日
、
「
工
事
認
可
は
国
交
大

臣
の
裁
量
内
」
と
し
て
、「
工

事
認
可
取
消
し
」
を
求
め
る

原
告
側
の
主
張
を
退
け
、
不

当
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し

た
。
そ
の
後
１
５
２
名
の
原

告
が
東
京
高
裁
に
控
訴
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
裁
判
所

前
の
集
会
、
傍
聴
券
の
取
り

組
み
、
報
告
集
会
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
弁
護
団
が
環
境

ア
セ
ス
の
杜
撰
さ
と
認
可
の

リ
ニ
ア
は
今
！

立
ち
は
ば
か
る
大
き
な
壁

見
通
し
が
立
た
な
い
建
設

Ｊ
Ｓ
労
だ
よ
り

春
闘
団
交
で
粘
り
強
い
交
渉
！

違
法
性
を
主
張
、
原
告
よ
り

川
崎
市
の
天
野
氏
、
静
岡
県

の
森
氏
が
、
沿
線
の
大
深
度

工
事
の
問
題
点
や
大
井
川
の

減
水
に
つ
い
て
意
見
陳
述
し

ま
し
た
。

法
廷
終
了
後
、
報
告
集
会

が
開
催
さ
れ
、
地
質
学
者
の

塩
坂
邦
雄
氏
よ
り
、
「
リ
ニ

ア
静
岡
問
題
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

連合メーデー中央大会
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合
員
参
加


